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（委員数９→10）

◎ 中 込 　 淳 之 介
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概
要

一
般
質
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概
要

　
　
市
は
、
平
成
25
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
海

老
名
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況
で
は
本

郷
ル
ー
ト
の
試
験
運
行
継
続
が
難
し
い
と
い
う
判

断
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
現
時

点
で
公
費
負
担
率
は
ど
の
位
で
、
試
験
運
行
終
了

の
判
断
は
い
つ
頃
さ
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

本
郷
ル
ー
ト
の
廃
止
は
、
住
民
の
足
を
確
保
す
る

適
切
な
代
替
措
置
を
講
じ
た
上
で
実
施
す
る
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
も
伺
い
ま

す
。

　
　（
市
長
）‥

本
郷
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
公
費

負
担
率
改
善
の
た
め
、
ル
ー
ト
変
更
な
ど
に
よ
り

利
便
性
向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
の
10

月
を
目
標
に
代
替
措
置
を
講
じ
た
う
え
で
終
了
す

る
予
定
で
す
。
現
在
、
代
替
措
置
と
し
て
考
え
て

い
る
民
間
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
海
老
名
駅
か

ら
南
伸
道
路
、
市
道
８
号
線
を
通
り
寒
川
駅
に
向

か
う
ル
ー
ト
で
関
係
者
間
の
調
整
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
を
福
祉
的
な
側
面
で
補
完
す
る

手
段
と
し
て
、「
ぬ
く
も
り
号
」
の
運
行
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　
　（ま
ち
づ
く
り
部
次
長
）‥

本
郷
ル
ー
ト
に

お
け
る
公
費
負
担
率
は
、
他
の
３
路
線
の
50
％
未
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市
政
に
関
す
る

　3月13日、14日に
議員20名が市の考
えをただしました。
主な質問、答弁の要
旨を紹介します。

答答

本
郷
ル
ー
ト
の

　今
後
は

本
郷
ル
ー
ト
の

　今
後
は

志
政
会
　
藤
澤
　
菊
枝

志
政
会
　
藤
澤
　
菊
枝

・
市
職
員
定
数
に
つ
い
て

・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
英
語
教
育
改
革
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
教
育
予
算
と
学
校
支
援
に
つ
い
て

・
学
校
に
お
け
る
公
会
計
制
度
に
つ
い
て

・
住
宅
政
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

問

　
　
市
で
は
平
成
23
年
度
か
ら
公
立
認
可
保
育
園

の
給
食
の
放
射
性
物
質
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
立
保
育
園
で
は
現
在
、
給
食

の
食
材
、
事
後
な
ど
の
測
定
は
実
施
し
て
い
ま
せ

ん
。
公
立
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
幼
児
は
470
名
、

私
立
認
可
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
幼
児
は
約
900
名
、

地
域
に
よ
っ
て
は
公
立
保
育
園
に
通
え
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
公
立
同
様
に
市
費
で
私
立
の
保
育

園
で
も
給
食
の
放
射
性
物
資
の
測
定
を
行
う
べ
き

答

問

　
　
平
成
26
年
度
実
施
計
画
の
重
点
事
業
の
中
に
、

公
共
施
設
等
巡
回
福
祉
車
両
「
ぬ
く
も
り
号
」
の

充
実
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
充
実

策
と
前
回
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
の
際
に
も

伺
っ
た
、
上
今
泉
五
、
六
丁
目
地
区
へ
の
ぬ
く
も

り
号
の
具
体
的
な
実
地
検
証
の
運
行
を
社
会
福
祉

協
議
会
で
行
い
、
総
合
的
な
も
の
を
協
議
し
て
、

検
討
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
検
討

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　（
市
長
）‥

現
在
、
ぬ
く
も
り
号
は
下
今
泉

地
区
か
ら
と
海
老
名
駅
と
門
沢
橋
地
区
か
ら
海
老

名
駅
ま
で
の
２
つ
の
ル
ー
ト
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
は
、
こ
の
ル
ー
ト
の
中
に
商
業
施
設
や

え
び
な
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
交
流
館
を
新
た
な
乗

答 問

満
と
比
較
し
て
、
今
年
１
月
の
時
点
で
75
・
６

％
と
、
依
然
と
し
て
改
善
が
見
ら
れ
な
い
状
況
で

す
。

民
間
保
育
園
給
食
に
対
す
る

放
射
能
測
定
す
べ
き

民
間
保
育
園
給
食
に
対
す
る

放
射
能
測
定
す
べ
き

市
民
・
ネ
ッ
ト
の
会
　
奥
村
　
正
憲

市
民
・
ネ
ッ
ト
の
会
　
奥
村
　
正
憲

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　（
市
長
）‥

給
食
に
使
用
さ
れ
て
い
る
食
材

に
つ
い
て
は
、
国
、
自
治
体
お
よ
び
生
産
業
界
で

の
検
査
体
制
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
現
在
流
通
し

て
い
る
食
品
の
ほ
と
ん
ど
が
、
放
射
能
汚
染
は
無

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
保
護
者
の
安
心
感
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
給
食
に
か
か
る
放
射
能
検
査
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い

ま
す
。
現
在
の
検
査
結
果
な
ど
の
状
況
に
加
え
、

市
に
対
し
て
放
射
能
検
査
の
実
施
要
望
も
無
い
こ

と
か
ら
、
民
間
保
育
園
の
給
食
に
つ
い
て
、
放
射

能
測
定
を
実
施
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

上
今
泉
五
、六
丁
目
の

ぬ
く
も
り
号
運
行
計
画
は

上
今
泉
五
、六
丁
目
の

ぬ
く
も
り
号
運
行
計
画
は

創
新
海
ク
ラ
ブ
　
久
保
田
　
英
賢

創
新
海
ク
ラ
ブ
　
久
保
田
　
英
賢

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党

反
対

　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、
下
水
道
事
業

特
別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
は

賛
成
し
ま
す
が
、
一
般
会
計
予
算
と
後
期
高
齢
者

医
療
事
業
特
別
会
計
予
算
に
は
反
対
し
ま
す
。

　
▽
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
延
長
を
は
じ

め
、
地
域
経
済
振
興
な
ど
の
分
野
で
の
先
進
的
な

施
策
や
、
防
災
体
制
の
強
化
な
ど
、
教
育
の
分
野

に
お
い
て
は
小
中
学
校
野
外
教
育
活
動
の
保
護
者

負
担
軽
減
を
図
り
、
い
じ
め
問
題
な
ど
へ
の
対
応

の
た
め
の
中
学
校
人
員
体
制
強
化
な
ど
、
大
き
く

評
価
で
き
る
部
分
も
多
く
あ
り
ま
す
。▽
公
立
図

書
館
の
在
り
方
や
評
価
は
量
的
な
も
の
だ
け
で
は

測
れ
ま
せ
ん
。
本
の
レ
ン
タ
ル
屋
的
運
営
は
公
立

図
書
館
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
ま
す
。▽

福
祉
総
合
窓
口
へ
の
業
務
委
託
拡
大
に
よ
り
職
員

を
10
人
程
度
削
減
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
個

人
情
報
保
護
の
問
題
な
ど
市
民
に
十
分
な
対
応
が

で
き
る
か
が
心
配
さ
れ
ま
す
。▽
総
額
約
30
億
円

も
の
税
金
を
使
う
海
老
名
駅
西
口
の
土
地
区
画
整

理
事
業
な
ど
、
引
き
続
き
多
額
の
税
金
が
新
年
度

も
投
入
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
限
り
あ
る
貴

重
な
税
金
は
住
民
合
意
の
な
い
不
要
不
急
の
大
規

模
開
発
事
業
で
は
な
く
、
市
民
の
暮
ら
し
と
命
、

地
域
経
済
を
守
る
施

策
に
対
し
優
先
し
て

使
う
べ
き
で
す
。▽
後

期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
予
算
に
対

し
て
は
、
制
度
そ
の

も
の
に
反
対
し
て
い

ま
す
。

　
請
願
や
陳
情
は
、
各
自
治
体
の
議
会
に
あ
て
て

提
出
す
る
も
の
で
す
。
地
方
自
治
法
の
第
1
2
4

条
に
「
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
に
請
願
し
よ

う
と
す
る
者
は
、
議
員
の
紹
介
に
よ
り
請
願
書
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
請
願
と
陳
情
の
違
い
は
前
述
の
よ

う
に
「
議
員
の
署
名
が
あ
る
か
な
い
か
」
だ
け
で

す
が
、
審
議
・
審
査
の
流
れ
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

【
図
１
】

　
請
願
や
陳
情
と
は
、
自
治
体
（
＝
海
老
名
市
）

に
対
し
て
〝
言
い
た
い
こ
と
〞
や
〝
お
願
い
し
た

い
こ
と
〞
が
あ
る
と
き
に「
議
会
に
直
接
訴
え
る
」

と
い
う
、
法
で
定
め
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　
請
願
と
陳
情
の
違
い
は
、
請
願
の
場
合
は
１
名

以
上
の
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
、
陳
情
に
は
不
用

と
い
う
点
で
す
。

公
明
党

公
明
党

賛
成

　
一
般
会
計
予
算
お
よ
び
４
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て
賛
成
し
ま
す
。

　
▽
平
成
27
年
秋
の
ま
ち
開
き
を
目
指
す
海
老
名

駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
、
そ
れ
に
関
連
す
る

道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
開
き
以
降
の

人
や
車
の
流
れ
を
左
右
し
、
海
老
名
の
イ
メ
ー
ジ

を
形
づ
く
る
大
切
な
事
業
で
す
。
総
力
を
あ
げ
、

着
実
な
事
業
執
行
を
望
み
ま
す
。▽
平
成
26
年
度

開
所
す
る
「（
仮
称
）
海
老
名
市
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
特
別
支
援
教
育
、
児
童
生
徒
支
援
、

不
登
校
支
援
そ
し
て
い
じ
め
や
発
達
障
が
い
な
ど

の
相
談
業
務
を
行
い
ま
す
。
生
徒
や
保
護
者
が
持

つ
不
安
や
問
題
に
総
合
的
に
対
処
し
よ
う
と
す
る

事
に
、
大
い
に
賛
同
し
評
価
し
ま
す
。▽
安
否
確

認
フ
ラ
ッ
グ
の
全
世
帯
配
布
や
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練

の
継
続
実
施
な
ど
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
座
間

市
、
綾
瀬
市
と
合
同
で
消
防
指
令
業
務
を
行
う
高

機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
期
待
し
ま
す
。

▽「（
仮
称
）
海
老
名
市
民
大
学
」
な
ど
を
通
し
て

の
市
民
活
動
支
援
、
市
営
杉
久
保
住
宅
に
か
わ
る

「（
仮
称
）
市
営
上
河
内
住
宅
」
の
建
設
や
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の
継
続
に
よ
る
住
環
境
へ

の
支
援
を
評
価
し
ま
す
。▽
わ
か
ば
会
館
の
大
規

模
改
修
な
ど
を
通
し
て
、
障
が
い
福
祉
の
相
談
、

支
援
を
総
合
的
に
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
姿
勢
に

賛
同
し
ま
す
。▽
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
目
配
り
し
、
持
続
可

能
な
行
財
政
を
視
野
に
入
れ

た
予
算
に
対
し
、
心
よ
り
賛

意
を
表
明
し
ま
す
。

請
願
・
陳
情
と
は

提
出
と
審
査
等
の
流
れ

　
議
会
事
務
局
（
市
庁
舎
６
階
）
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
請
願
や
陳

情
は
そ
の
趣
旨
か
ら
い
っ
て
も
直
接
提
出
す
る
こ

と
が
望
ま
し
く
、
請
願
は
直
接
提
出
さ
れ
る
こ
と

が
通
例
で
す
が
、
陳
情
は
、
取
扱
基
準
に
お
い
て

「
郵
送
さ
れ
た
陳
情
は
議
員
全
員
に
配
布
に
と
ど

め
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
直
接
提
出
を
お
勧
め
し
ま
す
。

提
出
の
方
法

　
提
出
期
限
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
定
例
会
開

会
日
の
７
日
前
に
行
う
議
会
運
営
委
員
会
の
前
日

ま
で
に
議
会
事
務
局
に
提
出
す
る
と
、
直
近
の
議

会
で
取
り
扱
う
対
象
に
な
り
ま
す
。（
６
月
定
例

会
は
５
月
21
日
（
水
）
午
後
５
時
15
分
締
切
。）

そ
れ
以
降
の
提
出
は
、
原
則
次
回
の
定
例
会
の
取

り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

　
決
め
ら
れ
た
書
式
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
注
意
事

項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
日
本
語
で
書
く
。

◇「
件
名
」、請
願
（
陳
情
）
の
「
要
旨
」、「
理
由
」

を
記
入
す
る
。

◇
提
出
年
月
日
、
請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所
、
氏

名
（
団
体
の
場
合
は
名
称
と
代
表
者
名
）
を
記
入

し
押
印
す
る
。

 

◇
請
願
書
は
、
表
紙
に
紹
介
議
員
（
１
人
以
上
）

の
記
名
押
印
を
す
る
。※
陳
情
の
場
合
は
不
要
。

◇
陳
情
（
請
願
）
者
が
多
数
の
場
合
は
代
表
者
を

明
記
す
る
。 

◇
陳
情
（
請
願
）
の
趣
旨
を
説
明
す
る
た
め
の
図

面
な
ど
が
必
要
な
場
合
は
添
付
す
る
。 

作
成
の
注
意
点

◇
内
容
が
数
件
に
及
ぶ
場
合
は
１
件
ご
と
に
作
成

す
る
。

◇
提
出
の
宛
名
は
「
海
老
名
市
議
会
議
長
　
市
川

敏
彦
」と
な
り
ま
す（
平
成
26
年
５
月
１
日
現
在
）。

　平成26年１月30日の第１回臨時会において委
員会条例の一部改正がおこなわれ、議会運営委員会委
員数の変更がありました。あわせて、広報委員会も変
更となりましたので、お知らせします。

降
場
所
と
し
て
追
加
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
本
郷
ル
ー
ト
の

運
行
が
終
了
し
た
場
合
に
は
、
福
祉
的
な
側
面
の

手
段
と
し
て
本
郷
地
区
へ
の
運
行
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
上
今
泉
地
区
へ
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
実
際
に
車
両
を
走
ら
せ
、
調
査

し
て
い
ま
す
。特
に
上
今
泉
五
、六
丁
目
地
区
に
は
、

公
共
施
設
な
ど
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
乗
降
場
所

の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
に

も
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
７
月
の
試
験
運
行

に
向
け
た
調
整
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

紹介議員

全議員に配布常任委員会に付託（送付）
し、審査を行う

陳情者・請願者

議会事務局で受付

議会運営委員会
●請願
●市の取り扱い
　事務に関する陳情

結果を通知

●国･県に意見書
　の提出を求める
　陳情
●郵送された陳情

※請願の場合

市

【図1】

▲貴重な足になっているコミバス
　（本郷ルート）

▲新たな運行計画に期待


